【５】[footnoteRef:1] [1:  新聞では【４】と誤植されている。] 

この殘忍 (にん)な老 (ろう)人、私の顔 (かほ)から穩 (おだや)かならざるあるものを見て取つたのであらう。已 (すで)に切り取つたゞけの松の根 (ね)を枯枝 (かれえだ)に包 (つゝ)むやうにして一束にし、それを手に下げると、よちよちとその場から退 (しりぞ)いてしまふのであつた。二度ばかり私の立つてゐる方を振向 (む)いては何かつぶやいてゐたが、聞 (き)き取れはしなかつた。恐 (おそ)らく毒 (どく)舌であつたらう。
子供 (ども)は、老 (ろう)人に切られた松の根 (ね)の切斷 (だん)面 (めん)を覗 (のぞ)き込みながら
「お父さん。切られたところから露 (つゆ)のやうなものが出て來るよ」
と呶鳴つた。
「血 (ち)だよ。痛 (いた)くて血を流してゐるんだよ。」
私は五十年生でもあらうと思 (おも)はれる亭 (てい)々たる松の木を仰いで見た。松は默 (もく)々として何も語 (かた)らなかつたが、今年中にその枝 (えだ)の半分は枯 (か)れてしまふだらうと思 (おも)つた。しかし、それも、明日からその老 (ろう)人が再 (ふたゝ)びその根 (ね)を切る工 (こう)作を進 (しん)行させないことを條件としてゞある。
「おい。お前はあの老 (ろう)人は何故 (ぜ)あんなに貧乏 (びんぼう)してゐると思 (おも)ふ？八十年も世 (よ)の中に生きて居つて何故 (ぜ)生きてゐる松の根 (ね)を切らなければ生活の出來ない程 (ほど)貧乏 (びんぼう)してゐるか知つてゐるか。」
私は歸途 (と)、十二歳 (さい)になる私の子供 (ども)に訊いた。
「あんない心を持つてゐるから？」
子供 (ども)は私の顔 (かほ)を見上げた。
「うむ。要するに自分の願が成就 (じゆ)したんだよ。」
「願が成就 (じゆ)した？」
「さうだ。あの人は八十年來貧乏 (びんぼう)になる修 (しう)行をして來て、それがいよいよ實を結 (むす)んだのだよ」
貧乏 (びんぼう)の修 (しう)行といへば、このお寺の近所の村の人たちは誠 (まこと)に貧乏 (びんぼう)の修 (しう)行に餘 (よ)念 (ねん)がない。いひへれば、一切、福因 (ふくいん)を作ることはひ切つて全したやうにはれる。
貞陵 (ていれう)の裏の山道を歩いて見ると、手の届 (とゞ)きさうな、一人の力で折 (を)れさうなで、折 (を)られてゐないのは一つもないといつて好 (よ)からう。それは焚 (たき)木に困 (こま)つての仕業 (わざ)だともいへよう。實際 (さい)この邊の貧 (ひん)民 (みん)窟 (くつ)の住 (じう)民 (みん)は餘 (よ)程 (ほど)生活につてゐるには相違 (い)ない。女も子供 (ども)も暗 (くら)い中から山へ行つては枯枝 (かれえだ)を取つてにせたり、負つたりして來るのを毎日何十人と見る。彼 (かれ)等は焚 (たき)木を取ることに熱 (ねつ)中して、手當り第木を折 (を)るのが習 (しう)慣 (くわん)になつてつたのだ。生木は折 (を)つたところで直ぐさま家へ持つて歸れる譯 (わけ)には行かないが、折 (を)つてけば、いつかはそれが枯枝 (かれえだ)になるのである。それが果 (はた)して自分の手に入るかどうか確 (たし)かでないが、萬一を僥倖して、まづ生木の枝 (えだ)を折 (を)つてくのだ。時々大の男の力でなければ到底 (とうてい)動かせないやうな松の木を根 (ね)こそぎひつこいて棄 (す)てたのも見られる。これは夜 (よ)中にそつと來て、手頃に切つてぶつもりなのだらうとはれたが、三日も四日もその儘 (まま)にしてあるのを見ると、それ[を]ひつこぬいた男が病 (べう)氣にでもかゝつたのか、それともりに大それ[た]罪 (つみ)に、そゞろ怖 (ふ)を感 (かん)じたものか。願 (ねがは)くはその男が翻然改 (かい)悟 (ご)して貧乏 (びんぼう)道を棄 (す)てゝの正道に眼 (め)醒 (さ)めてゐてしいと祈 (いの)らざるを得ない。
それらの人達が、飲料 (いんれう)水にも窮 (きう)して、夜 (よ)明け前から石 (せき)油桶を下げて水溜 (たま)りを探 (さが)し歩いたり、或は人の家の井戸の水を盗 (ぬす)んでゐるところを主人に見付けられて、呶鳴りつけられたりしてゐる圖にするたんびに、憐憫 (れんびん)の情 (ぜう)と共 (とも)に、彼 (かれ)等が生植 (う)ゑつけた貧乏 (びんぼう)の種の収 (しう)穫 (くわく)をしてゐるのだといふ因 (いん)果 (くわ)感 (かん)をどうすることも出來ない。（『京城日報』1940年5月22日）
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